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が説かれたものを完成する。
と記されている。ここに言及される Bhavideva (rGyal ba’i lha) と、彼が著した
Mülåpattiの確認はできていない26。この Bhavidevaの名称は、チベットのサキャ派
の ’Phags pa Blo gros rgyal mtshan の Bla ma lnga bcu pa’i bsdus donに見ることがで
き、その根本テキストである Gurupaˆcaßikåの著者を Bha wi lhaとしている27。この
テキストは、テンギュルでは Aßvagho≈a (rTa dbyangs) の著書とされており、同じ著
者の Mülapatti とともにサンスクリット写本が存在する 28。すなわち、
Dîpaµkaraßrîjˆånaが Mülapattiの著者とする Bhavidevaには Gurupaˆcåßikåという著
書もあり、この二つのテキストは異なる伝承では Aßvagho≈aの著書とされている29。
この二つの密教文献がAßvagho≈aの著書とされた経緯についてはさらなる調査を要





















28 Skt. Lévi 1929, pp. 255-285. Tib. Bla ma lnga bcu pa. D. No. 3721, P. No. 4544. Tr. Padmåkaravarman,
Rin chen bzang po. Cf. 塚本啓祥・松長有慶・磯田煕文『梵語仏典の研究 IV 密教経典篇』平楽寺
書店, 1989, pp. 487-488.
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これに加え、Aßvagho≈aに帰される Daßåkußalakarmapathanirdeßaには、Dîpaµkaraßrîjˆånaに帰さ




































































31 Gurupaˆcåßikå 22cd. Cf. 酒井 1972, p. 36.














































養、⑩再摂とされる。Cf. 酒井 1972, pp. 20-21.
34 Gurupaˆcåßikå 8-9. Cf. 酒井 1972, pp. 19-20.
35 Mülåpatti 11cd-12. Cf. 頼富 1972, p. 73.
36 Gurupaˆcåßikå 49ab. Cf. 酒井 1972, p. 52.
37 Gurupaˆcåßikå 47. Cf. 酒井 1972, p. 51.
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43 Indrabhüti, Jˆånasiddhisådhanopåyikå. D. No. 2219, Wi 50a7-b1, P. No. 3063, Mi 54b1-2.




































45 Indrabhüti, Jˆånasiddhisådhanopåyikå. D. No. 2219, Wi 48a2-4, P. No. 3063, Mi 52a6-8. ただし、最後
の偈については、前半が欠けている。
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蒙昧により死ぬであろう。Cf. 酒井 1972, p. 22.
50 Gurupaˆcåßikå 12: 王と火と毒蛇と水と空行と盗賊と夜叉とビナヤカによっても殺された後に
地獄に行くであろう。Cf. 酒井 1972, p. 24.
51 Gurupaˆcåßikå 16: 師を敬うことがともない、功徳を随順して布施するべきである。それにより















ることにより第 13と第 14と第 11の原因が捨てられ、さらにまた天に関する秘密




























































































53 Maitrîpa, Krodharåjojjvalavajråßanimañ∂alavidhi. Tib. D. No. 3051, Pu 103a5, P. No. 3875, Tu 117b6.
54 Mülåpatti 10. Cf. 頼富 1972, pp. 72-73.









































そのパンディタ自身と翻訳官である比丘 Tshul khrims rgyal baが翻訳した。
文献表
de la Vallée Poussin, Loui
1898 Bouddhisme, Études et Matériaux, London.
Lévi, Sylvain
1929 “Autour d’Aßvagho≈a,” Journal Asiatique 215, pp. 255-285.
Lobsang Dorjee (Rabling)
2001 Åryatriskandhasütram and its three Commentaries by Åcårya Någårjuna, Jitåri
and Dîpaµkaraßrîjˆåna. Sarnath.
酒井真典














1996 「馬鳴に帰される『十不善叢道説示』の研究」『仏教学論集』20, pp. 1-24.
頼富本宏
1972 「Åpatti論書群について」『密教学』9, pp. 56-83.
77
1973 「伝馬鳴作「事師五十頌(Gurupaˆcåßikå)をめぐって」『印度学仏教学研究』
21-2, pp. 116-118.
身延山大学教授
Professor
Faculty of Buddhism
Minobusan University
Yamanashi, Japan
